
日本藻類学会第 46 回大会
― オンライン福井・2022 ―

The 46th Annual Meeting 
of 

the Japanese Society of Phycology
― Fukui (Online) 2022 ―

学会会長　小亀 一弘
大会会長　吉川 伸哉

メインページ（LINC Biz）
2022年 3月 28日（月）～ 30日（水）

主催：日本藻類学会
The 46th Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology

Main Page (LINC Biz)
March 28 (Mon) – 30 (Wed), 2022



54

1. オンライン会場
メインページ（LINC Biz）：URLはメールでお知らせします
＊ポスターセッション・口頭発表・ワークショップ・シン
ポジウム・休憩・懇親会などの会場には，メインページ
からのリンクを使用してください。
　それぞれ以下のシステムを使用します。
・ポスターセッション 

（Zoomブレイクアウトルーム，LINC Biz）
・口頭発表・ワークショップ・シンポジウム（Zoom）：

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html

・休憩・懇親会（SpatialChat）：https://spatial.chat/

2. 日程
3月 28日（月）
　13:00～ 16:55　ワークショップ【Zoom】
3月 29日（火）
　 9:20～ 9:30　 オンライン学会説明【Zoom】
　 9:30～ 12:00　口頭発表【Zoom】
　12:00～ 13:00　昼休み
　13:00～ 15:25　シンポジウム【Zoom】
　16:00～ 17:30　ポスター発表（P1–P22）【Zoom】
3月 30日（水）
　 9:30～ 11:45　口頭発表【Zoom】
　11:45～ 13:00　昼休み
　13:00～ 14:30　 ポスター発表・高校生ポスター発表 

（P23–P39，HP1–2）【Zoom】
　15:00～ 16:30　口頭発表【Zoom】
　17:00～ 18:00　挨拶・授賞式【Zoom】

3. 参加受付
　参加受付はありません。直接 LINC Bizからお入りくだ
さい。
　システムの都合上，当日参加は設定できません。

4. 休憩・昼食
　学会期間中は，SpatialChat に休憩室を常時設置します。
休憩室にいる方同士で談話できます。自由にご歓談下さい。

5. 挨拶・授賞式
　3月 30日（水）17:30より Zoomミーティングにて参加
者への挨拶および学会各賞の授賞式を予定しております。

6. 編集委員会・評議員会・総会
　今回は，編集委員会，評議委員会，総会は，本大会と切
り離して行われますので，これらの開催については学会事
務局からの案内を参照して下さい。

7. 参加・発表マニュアル
　本大会はオンラインシステム（LINC Biz，Zoom，

SpatialChat）を使って運営しますので，その使用方法など
を説明します。各ツールの具体的な使用方法については以
下のサイトをご覧ください。
　LINC Bizユーザーマニュアル：https://chat.lincbiz.jp/help/

　始めに – Zoom ヘルプセンター：
　https://support.zoom.us/hc/ja/categories/200101697

　SpatialChat：https://spatial.chat/

　The 46th JSP annual meeting will be held online using 

LINC Biz, Zoom and SpatialChat. Please check the following 

websites to use these systems.

　LINC Biz for Online Poster Sessions: Participant’s Manual: 

　 https://www.knt-th.co.jp/ec/2020/113srd/en/pdf/participant_ 

manual.pdf

　 Zoom Rooms User Guide: https://support.zoom.us/hc/

en-us/articles/204772869-Zoom-Rooms-User-Guide

　SpatialChat: https://spatial.chat/

【参加者マニュアル】
① 有線 /無線を問わず，動画を連続して視聴可能な安定し
たインターネット環境，パソコン（あるいはモバイル端
末），マイク（端末内蔵でも可）が必要です。
② 参加者全員に招待メールをお送りしますので，メールに
示された手順に従って LINC Bizのアカウントを登録し
てください。登録完了後，LINC Bizサイトにアクセスし，
登録したメールアドレスとパスワードを入力してログイ
ンしてください。
③ メインページには大会に関するお知らせが表示されます。
プログラムやイベントの案内などを随時更新しますので，
定期的にチェックしてください。
④ 口頭発表やシンポジウムを視聴する場合，サイドバーに
表示された該当項目をクリックし，口頭発表のプログラ
ムを表示します。2つの発表会場のどちらかを選んでク
リックすると，Zoomに入室して口頭発表を視聴できま
す。Zoomで表示される名前を，氏名（所属）に変更し
てください 例：山田和正（福井県大）。質疑応答の時間
に発言したい場合は，Zoomの「手を挙げる」機能を使っ
て挙手してください（「反応」ボタンまたは「参加者」のウィ
ンドウなどから）。座長から指名された参加者はミュート
を解除して発言できます（ハウリング防止のためヘッド
フォンをご使用ください）。また，Zoomの「Q&A」機能
を使ってメッセージを入力することもできます。発表時
間終了後もメッセージを入力できますので，積極的にご
活用ください。
⑤ ポスターを閲覧する場合，サイドバーの該当項目をクリッ
クするとポスターのリストが表示されます。閲覧したい
ポスター番号をクリックするとポスターや要旨がご覧に
なれます。大会期間中は随時チャット機能を使えますの
で，ポスターの感想や質問など自由に書き込んでくださ
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い。参加者や発表者からのメッセージはポスターの下に
時系列順に表示されます。ポスターセッションの間は発
表者が待機していますので，Zoomのブレイクアウトルー
ムでリアルタイムの議論ができます。
⑥ 休憩室を利用する場合は，SpatialChatというオンライン
ツールを使っていただきます。サイドバーの該当項目を
クリックすれば SpatialChatのウィンドウが開きます。氏
名を入力して continueをクリックし，ビデオとマイクを
オンにしてから Join Spaceをクリックして入室してくだ
さい。自分のビデオ像が映ったアイコンが表示されます
ので，それをドラッグして他の参加者のアイコンに近づ
けると会話ができます。
⑦ 発表者や主宰者の許可がない限り，受信映像や発表資料
の保存（画面キャプチャを含む），録音，再配布は禁止し
ます。

【口頭発表者マニュアル】
① 希望者には事前に Zoomを用いた接続テストを実施しま
す。具体的な日程や接続方法等については別途メールで
ご案内します。
② 発表ファイルは，PowerPointや Keynoteなどのプレゼン
用ソフトや PDF作成ソフトを使ってご用意ください。サ
イズが大きい動画や画像を含んだファイルは，動作が不
安定になる場合があるのでご注意ください。
③ オンライン学会での発表は著作権法上の「公衆送信」（自
動公衆送信による再送信）と見なされます。画面共有す
る資料や映像・音声などのコンテンツは，著作権等の問
題がないものに限るよう留意するとともに，画像や文献等
の出典を明記してください。参加者には，共有された発
表資料や音声を無断で録画・撮影・録音することを禁止
していますが，技術的にそれらの行為を防ぐことができな
いことに留意して発表資料を作成するようお願いします。 
＊著作権法上「特定多数の人」は「公衆」とみなされます。
④ 発表者は，発表の 30分前までに該当の Zoomに入室し
てください。
⑤ 発表時間は，機器切り替えの時間を含め，1人 15分（目安：
切替時間 1分，発表 12分，質疑応答 2分）です。発表
の際は，マイクをオンにし（カメラのオンは任意です），
画面の共有機能を使って発表ファイルを表示してくださ
い。PC内蔵スピーカーを使うとハウリングが起こりやす
くなりますので，イヤフォンやヘッドフォンをご使用く
ださい。
⑥ 質疑応答の際は，座長が挙手した参加者を指名したり，
チャット機能を使って寄せられたメッセージを読み上げ
たりしますので，ご対応をお願いします。発表時間終了
後も LINC Bizを使ったメッセージのやりとりは可能です
ので，参加者からのメッセージにご回答ください。

【ポスター発表者マニュアル】
①ポスターは以下の要領に従って作成してください。
　・ ファイルは JPEG形式で保存し，ファイルサイズは

10MB以下を目処に作成してください（6048pixel× 
4032 pixel以内，横長でも可）。

　・ ポスターファイルの他に，動画ファイル（MP4形式の
み）もアップロードできます。1ファイル 100MBまで
で，複数の動画ファイルがアップロード可能です。

　・ LINC Bizにアップロードしたファイルのうち，ダウン
ロード不可の対応となるのは表 1のファイル形式のみ
です。それ以外のファイルは無断でダウンロードされ
る恐れがあるため，アップロードしないようご注意く
ださい。

　・ アップロードする資料や映像・音声などのコンテンツは，
著作権等の問題がないことを確認するとともに，画像
や文献等の出典を明記してください。参加者には，共
有された発表資料や音声を無断で録画・撮影・録音す
ることを禁止していますが，技術的にそれらの行為を
防ぐことができないことに留意して発表資料を作成す
るようお願いします。

② LINC Bizにログインし，自分のポスター番号のチャンネ
ルにポスターファイルをアップロードしてください。3月
18日（金）から 3月 24日（木）までにお願いします。
上記の期間中，ファイルの入れ替えは随時可能です。
③ 各チャンネルの画面下部にテキストボックスがあります
ので，参加者とのチャットにご利用ください。
④ ポスターセッション（ポスター番号 P1–22は 3月 29日

16:00～ 17:30，ポスター番号 P23–39，PH1–2は，3月
30日 13:00～ 14:30）の時間は，Zoomに入り自分のブ
レイクアウトルームに待機していただき，ポスターの説
明や質疑に応じてください。
⑤ LINC Bizの具体的なポスター発表者マニュアルは以下の
サイトでご覧になれます。
　 LINC Bizオンラインポスターセッション　発表者マニュアル： 

https://www.nacos.com/jsb/06/06PDF/200928happyo_

LINCBiz.pdf

8. 日本藻類学会学生発表賞について
・日本藻類学会学生発表賞実施要領に基づき，大会におけ
る学生会員の優れた研究発表に対して本賞を授与するこ
とにより，学会活動に対する参加意欲を高めることを目

表 1．LINC Biz上でダウンロード不可となるファイル形式
種類 ファイル形式
画像 JPEG（ポスター指定），PNG

動画 MP4

音声 MP4 audio

資料 PDF（サムネイルは非表示）
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的として実施します。
・学生会員（国内・外国）を発表者とする大会での研究発
表を対象とし，大型藻分野および微細藻分野のそれぞれ
について，口頭発表とポスター発表を個別に表彰します
（最大 4件程度）。分野および発表方法を問わず，過去の
受賞者の応募および受賞を妨げません。

9. 高校生ポスター発表
　高校生に藻類学諸分野の専門家や学生との交流の機会を
もってもらい，関心を深めてもらうことを目的としていま
す。なお，高校生ポスターの発表者・引率者は，オンライ
ンで行われている学会発表を自由に視聴できます。
　高校生ポスター発表は，3月30日（水）の，通常のポスター
発表と同じ時間帯に行います。ポスター作成方法は上記の
発表形式を参照してください。

10. シンポジウム
藻類をめぐる様々な生物間インタラクション
＊ 今回，シンポジウムは大会参加者のみ出席できます。一
般公開は行いません。
日　時：3月 29日（火）13:00～ 15:25

会　場：Zoom

進　行：山田 和正（福井県大）
企画趣旨：藻類と他の生物との関わり合いは，両者の生き
様や進化を左右する重要な側面である。本シンポジウム
では，4人の講演者から，藻類をめぐる多様な生物間イ
ンタラクションをご紹介いただくことで，藻類単独の研
究では見えてこなかった藻類の一面について考える機会
を提供したい。

日　程：
　13:00～ 13:05　挨拶・趣旨説明
　13:05～ 13:35　木村 圭（佐賀大・農）

「ノリとの共存関係を展開するバクテリ
ア群集とウイルス」

　13:35～ 14:05　高木 悠花（千葉大・理）
「浮遊性有孔虫と藻類の細胞内共生関係
に迫る」

　14:05～ 14:35　児玉 有紀（島根大・生物資源）
「細胞内共生クロレラが与える宿主ミド
リゾウリムシへの影響について」

　14:35～ 15:05　鏡味 麻衣子（横浜国大・環境情報）
「藻類にとりつく様々な菌類たち：宿主
寄生者関係と生態系への影響」

　15:05～ 15:25　総合討論

11. 藻類学ワークショップ
「様々な研究技術の入門講座」
概　要：未経験の実験手法は，自身の研究への導入しどこ
ろや，その難易度がよくわからない場合があります。また，
手法の導入を試みても，要領を得ないために，トラブル
シューティングやデータ活用を適切に進められないこと
があります。本ワークショップでは，「画像解析」，「光合
成解析」，「ゲノム編集」，「メタボローム解析」のそれぞ
れに精通した方々から，入門者向けに，手法の導入や活
用に有用な情報をご提供いただきます。

日　時： 3 月 28 日（月）13:00～ 16:55

会　場：Zoom 

日　程：
　13:00～ 13:05　挨拶・趣旨説明
　13:05～ 13:55

　　【画像解析】  
　　講師：塩野 克宏（福井県大・生物資源）
　　 「酸素 /分子イメージングへの挑戦～「見える」とわか
るに近づける（かもしれない！？）」

　14:05～ 14:55

　　【光合成解析】
　　講師：嶋川 銀河（関学大・理工）
　　「光合成解析から見えてくる藻類の多様な生き様」
　15:05～ 15:55

　　【ゲノム編集】  
　　講師：市原 健介（北大・北方セ）
　　「藻類でもできるゲノム編集」
　16:05～ 16:55

　　【メタボローム解析】 
　　講師：羽野 健志（水研機構・水技研）
　　 「ゼロから始める藻類メタボローム解析 ～サンプル採
取からデータ解析まで～」

12. 問い合わせ先
福井県立大学　小浜キャンパス
日本藻類学会第 46回大会準備委員会事務局
吉川 伸哉
電話：0770-52-9608

メール：sourui2022obama@gmail.com

お問い合わせはできるだけ電子メールでお願いします。
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日本藻類学会第 46回大会講演プログラム
The 46th JSP Annual Meeting ― Fukui (Online) 2022 ― Program at a Glance

3月 29日 （火） 午前の部　March 29 (Tue) AM   
 9:20–9:30 　オンライン学会説明　Introduction to the online meeting
 9:30–12:00　口頭発表　Oral Session *下線は学生発表賞の対象となる発表

A会場 B会場
9:30 A01 マコンブ胞子体の初期発生で形成される原形質連

絡構造の観察
〇澤 健悟 1・本村 泰三 2・長里 千香子 2（1北大・院・
環境科学，2北大・北方セ）

B01 雑食性魚類シマヨシノボリの糞中に含まれる微細藻
類生細胞
小野瀬真勇・〇阿部信一郎（茨城大学）

9:45 A02 マコンブ配偶体における鉄飢餓回復に伴う遺伝子
発現変動

〇與那嶺 里菜 1・市原 健介 2・大塚-出田 まき 3・五十
嵐 勝秀 3・吉村 航 4・小杉 知佳 4・本村 泰三 2・長
里 千香子 2（1北大・院・環境科学，2北大・北方セ，
3星薬大・先端生命科学，4日本製鉄（株））

B02 Morphological and phenotypic diversity of 
Aulacoseira ambigua among four lakes.

〇Lu Shou・Naohiro Ishii・Kensuke Seto・Maiko 
Kagami（横浜国立大学）

10:00 A03 Comparative Genomic Analysis of Organellar 
Genomes of Pyropia species collected from 
Southwest Coast of Myanmar.

〇Myat Htoo San1・Yukio Nagano1・Yoshio Kawamura1・ 
Kei kimura1・San San Aye2・Khin Thu Thu Min3・ 
Cherry Aung3・Moe Moe Khaing4 (1Saga Univ., 
2Mawlamyine Univ., 3Pathein Univ., 4Univ. Myeik)

B03 氷雪性緑藻クロロモナス 3株の分類学的再検討
〇松崎 令 1,2・河地 正伸 2・野崎 久義 2,3・野原 精一 2・
鈴木 石根 1（1筑波大・生命環境，2国立環境研・生物
多様性，3東京大・理）

10:15 A04 褐藻アラメ属およびカジメ属の雌性配偶体の卵形
成における至適光環境の共通性

〇鶴亀 里咲 1・秋田 晋吾 1,2・嶌田 智 1（1お茶大・院・
生命科学，2北大・院・水産）

B04 琉球大学で確立された Violetonostoc属に近縁な分
離培養株について

〇上原 洋志 1・澄本 慎平 2・須田 彰一郎 3（1琉大・院・
理工学，2神奈川大・工，3琉大・理）

10:30 A05 紅藻ツノマタ類 2種における生態・物理特性の世
代間比較

〇貞包 和希・神谷 充伸・鈴木 秀和（海洋大・院・藻類）

B05 ラビリンチュラ類感染性ウイルスの遺伝子発現と宿
主核構造の変化

○村越 祐美・高尾 祥丈（福井県大・海洋）

10:45–11:00 休憩　Break

11:00 A06 アカモク種苗の初期サイズの違いが後の生長に及
ぼす影響

〇瀬田 智文 1,2・倉島 彰 2（1京都海セ，2三重大・院・生資）

B06 Paragymnodinium属渦鞭毛藻類における葉緑体
関連遺伝子群の種間比較研究

〇横内 洸 1・大沼 亮 2・堀口 健雄 1（1北大・院・理，
2神戸大・内海域セ）

11:15 A07 大型海藻の栄養塩取り込み速度に与える水流の影響
〇戸川 文乃 1・中西 紀代子 1・工藤 勲 2（1北大・院・
環境科学，2北大・院・水産）

B07 Ultrastructure of a benthic suessiacean  
dinoflagellate from tidal regions in Japan.

〇Wai Mun Lum1・高橋 和也 1・西村 朋宏 2・足立 真
佐雄 3・岩滝 光儀 1（1東京大学，2Cawthron Institute，
3高知大学）

11:30 A08 ヒジキ種苗生産における近紫外光の効果と栄養塩
の添加法の検討

〇窪田 理沙・桑野 和可（長崎大・院・水環）

B08 緑藻ボルボックス系列 Pleodorina starrii における
3つの性表現型を決定する分子遺伝学的基盤の解明

〇高橋 昂平 1・豊岡 博子 2・山本 荷葉子 3・浜地 貴志 4・
大槻 涼 5・鈴木 重勝 6・山口 晴代 6・河地 正伸 6・東山 
哲也 1,7,8・野崎 久義 1,6（1東大・院・理，2法政大・生
命科学，3日本女子大・理，4中央大・研究開発機構，
5駒澤大・総合教育，6国環研・生物多様性，7名大・院・
理，8名大・ITbM）

11:45 A09 アカモクの卵からの室内種苗生産及び母藻育成に
ついて

〇関 有理・桑野 和可（長崎大・院・水環）

B09 緑藻ボルボックスにおける雌雄同株種から雌雄異株
種への転換に関する分子生物学的研究

〇山岸 潮音 1・山本 荷葉子 2・髙橋 昂平 1・豊岡 博子 3・
鈴木 重勝 4・山口 晴代 4・河地 正伸 4・東山 哲也 1,5・
野崎 久義 1,4（1東大・理，2日本女子大・理，3法政大・
生命科学，4国環研・生物多様性，5名大・ITbM）

12:00–13:00　昼休み　Lunch
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3月 29日（火）午後の部　 March 29 (Tue) PM   
13:00–15:25　シンポジウム　Symposium *下線は学生発表賞の対象となる発表
16:00–17:30　ポスター発表 1　Poster Session 1

P01 Far-red light induced photosynthetic protein rearrangement in Neochloris sp. Biwa 5-2
〇Wang Fei・Toru Tsuchiya・Miyashita Hideaki (Kyoto University)

P02 アオミドロ類（ストレプト植物門・ホシミドロ藻綱）の葉緑体ゲノム解読に基づく分子系統解析及び一未記載種
〇高野 智之 1・野崎 久義 2,3・坂山 英俊 1（1神戸大・院・理， 2東大・院・理，3国環研・生物多様性）

P03 原始紅藻 Cyanidioschyzon merolaeの イソアミラーゼ変異株の解析
〇山川 宥紀 1・宮内 啓喜 1・前野 俊樹 1・中村 保典 2・小野 雅美 2・尾崎 紀昭 2・藤原 祥子 1（1東薬大・生命，2秋田県立大・生物資源）

P04 クロララクニオン藻における T7ファージ型DNAヘリカーゼの局在と進化
〇青木 大地 1・平川 泰久 2（1筑波大学生物学類，2筑波大学生命環境系）

P05 過酷な生育環境から単離した微細藻類の系統分類と生理解析
〇川口 遼太 1・豊島 拓樹 1・高市 真一 2・川﨑 信治 1,2（1東農大・院・バイオ，2東農大・分子微生物）

P06 珪藻 Chaetoceros tenuissimusに関連するサテライトウイルス様DNA因子の探索
〇中島 菜々子 1・吉田 和広 1・外丸 裕司 2・木村 圭 1（1佐賀大学，2水産研究・教育機構）

P07 MMETSPデータベースにおけるコンタミネーション
〇伴 広輝・遠藤 寿・岡崎 友輔・緒方 博之（京大・化研）

P08 クロレラにおける Asストレス誘導性のトリアシルグリセロール 蓄積―炭素とエネルギーの代謝調節
〇飯島 裕加里・近藤 美鞠・大石 裕太郎・藤原 祥子・佐藤 典裕（東薬大・院・生命）

P09 褐藻ノコギリモクの光合成における光の波長利用特性と環境ストレスの影響
〇伊藤 友洋 1・吉岡 登生 3・Gregory N. Nishihara2・遠藤 光 3・寺田 竜太 1（1鹿大・院・連農，2長大・環シナ海セ，3鹿大・水）

P10 17年分の保存標本を利用した沖縄県渡嘉敷島の海藻相解析
〇新井 嵩博 1・小山 知洋 1・福岡 将之 1・北野 瑞生 1・宇田 春花 2・鈴木 秀和 1・神谷 充伸 1（1海洋大・院・藻類，2海洋大・藻類）

P11 鹿児島湾周辺と奄美大島北部における海草の分布と植生
〇新北 成実 1・寺田 竜太 2（1鹿大・水，2鹿大・院・連農）

P12 紅藻アマノリ類の異なる温度環境における生育特性と脂肪酸に関する解析
〇須賀 菜々子 1・小林 哲幸 1・菊地 則雄 2・嶌田 智 1（1お茶大・院・ライフサイエンス，2千葉県立中央博物館分館海の博物館）

P13 日本産スギノリ属藻類（紅藻綱スギノリ目）の系統分類学的研究
〇大森 貴人・鈴木 秀和・神谷 充伸（東京海洋大・院・藻類）

P14 褐藻アラメの高水温耐性
〇大竹 佑衣 1・秋田 晋吾 1,2・嶌田 智 1（1お茶大・院・生命科学，2北大・院・水産）

P15 Phaeophila dendroidesの遠赤色光順化に伴うチラコイド膜タンパク質組成の変化
〇大波 千恵子 1・土屋 徹 2・宮下 英明 2（1京都大・総合人間，2京都大・院・人間・環境）

P16 館山市坂田地先における褐藻トゲモクの季節的消長
〇竹内 日向子 1・秋田 晋吾 1,2・嶌田 智 1（1お茶の水女子大・院・生命科学，2北大・院・水産）

P17 アオモグサ（アオサ藻綱シオグサ目）の細胞内結晶に関する野外調査と培養実験
〇中森 美希・鈴木 秀和・神谷 充伸（東京海洋大・院・藻類）

P18 佐賀産養殖ナラワスサビノリの胞子体と配偶体の光合成における環境応答
〇中村 瑠美奈 1・三根 崇幸 2・岩永 卓也 2・Gregory N. Nishihara3・寺田 竜太 1（1鹿児島大学，2佐賀県有明水産振興センター，
3長崎大学）

P19 ノリ葉状体の生長に及ぼす採苗時のアミノ酸浸漬の効果
〇藤井 香帆・阿部 真比古・村瀬 昇（水産機構水大校）

P20 淡水産紅藻カワモズク類 3属の日本における遺伝的多様性と生育環境特性
〇北野 瑞生・鈴木 秀和・神谷 充伸（東京海洋大・院・藻類）

P21 紅藻オキチモズクの光合成における光の波長利用特性と環境ストレスの影響
〇牧野 虎太郎 1・Gregory N. Nishihara2・寺田 竜太 1（1鹿児島大学，2長崎大学）

P22 北海道産紅藻ダルス科の系統と分類
〇和山 高大 1・長峰 里恵 1・阿部 剛史 2・四ツ倉 典滋 3・Nina Klochkova4・小亀 一弘 5（1北大・理，2北大・総合博物館，3北大・
北方生物圏フィールド科学センター，4Kamchatka State Tech. Univ.,  5北大・院・理）
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3月 30日（水）午前の部　 March 30 (Wed) AM   
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